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【食中毒を防ぐ 6 つのポイント】 

食中毒にご注意！ 
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山
田
洋
次
の
『
男
は
つ
ら
い

よ
』
は
第
一
作(

一
九
六
九)

か
ら

第
四
十
八
作(

一
九
九
五)

ま
で

二
十
六
年
に
わ
た
っ
て
製
作

さ
れ
た
。
そ
の
間
、
『
家
族
』

(

一
九
七
〇)

、『
故
郷
』(

一
九
七
二)

、

『
学
校
』(

一
九
七
三)

な
ど
と
併

せ
て
高
度
経
済
成
長
期
か
ら

バ
ブ
ル
ま
で
の
社
会
状
況
が
、

風
景
と
し
て
も
、
物
語
と
し
て

も
、
き
っ
ち
り
描
か
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
作
品
群
を
見
る

こ
と
で
、
と
り
わ
け
若
い
人
た

ち
は
、
今
に
至
る
ニ
ッ
ポ
ン
の

混
乱
が
ど
う
展
開
し
て
き
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。 

 

映
画
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、

社
会
や
歴
史
を
考
え
る
の
に

こ
れ
ほ
ど
ふ
さ
わ
し
い
素
材

は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

毎
回
、
寅
さ
ん
が
惚
れ
る
女

優
陣
に
加
え
て
、
大
物
俳
優
が

続
々
と
登
場
す
る
の
も
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

時
間
を
戦
前
か
ら
つ
な
ぐ

意
味
で
、
山
田
監
督
を
は
じ
め

と
し
て
、
満
州
に
か
か
わ
り
の

あ
る
役
者
た
ち
を
、
以
下
紹
介

す
る
。 

 

タ
イ
ト
ル
の
〇
数
字
は
シ

リ
ー
ズ
第
何
作
目
か
の
意
。
た

だ
し
、
渥
美
清
死
去(

一
九
九
六

年
八
月
四
日)

後
の
『
寅
次
郎
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
特
別
篇
』

（
一
九
九
七
）

、
『
お
帰
り
寅
さ

ん
』(

二
〇
一
九)

と
山
田
洋
次
脚

本
の
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
の
同
シ
リ
ー

ズ(

一
九
六
八)

二
十
六
回
は
省

く
。
加
え
て
満
州
は
正
し
く
は

「
満
洲
」
だ
が
、
満
州
表
記
と

す
る
。 

山
田
洋
次(

一
九
三
一
～ 

 
) 

 

大
阪
府
豊
能
郡
豊
中
町(

現
豊

中
市)

の
生
ま
れ
。
二
歳
で
満
鉄

技
術
者
の
父
と
と
も
に
一
家

で
満
州
へ
渡
っ
た
。
一
九
四
六

年
三
月
ま
で
の
十
三
年
間
、
奉

天(

現
瀋
陽)

、
ハ
ル
ビ
ン
、
新

京(

現
長
春)

、
大
連
と
移
り
住

む
。
た
だ
し
、
一
九
四
一
年
か

ら
三
年
間
は
東
京
に
暮
ら
す
。 

 

敗
戦
時
、
ソ
連
軍
が
侵
攻
、

八
路
軍(

中
国
共
産
党
軍)

に
住
宅

も
接
収
さ
れ
、
命
か
ら
が
ら
引

き
揚
げ
る
。
山
口
県
宇
部
の
親

戚
宅
に
身
を
寄
せ
る
。 

 

小
学
五
年
の
と
き
、
ジ
フ
テ

リ
ア
に
か
か
る
。
さ
す
が
の
大

病
に
、
父
に
「
何
か
欲
し
い
も

の
は
な
い
か
」
と
き
か
れ
、『
落

語
全
集
』(

講
談
社
刊 

全
三
巻
２

４
０
０
頁)

を
買
っ
て
も
ら
う
。 

 

山
田
洋
次
の
喜
劇
は
落
語

色
が
強
い
が
、『
運
が

良
け
り
ゃ
』(

一
九
六
六)

は
全
編
が
落
語
そ
の

も
の
で
あ
る
。
翌
年

に
は
柳
家
小
さ
ん
の

た
め
に
落
語
第
一
作

『
真
二
つ
』
を
書
い

て
い
る
。
今
で
も
同

『
頓
馬
の
使
者
』
と

併
せ
て
Ｃ
Ｄ(

キ
ン

グ
レ
コ
ー
ド)

で
聞

け
る
。 

 有田誠(ありたまこと) 京丹波町在住の映画愛好家。  

 写真は、旧関東軍司令部。現中国共産党吉林省委員会(長春) 筆者撮影 

<第 5回> 男はつらいよと満州 

山田洋次監督 (1931～  ) 
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な
お
、
敗
戦
の
前
後
に
大
連

で
ほ
ぼ
死
に
か
け
て
い
た
の

が
、
慰
問
に
行
っ
て
取
り
残
さ

れ
た
志
ん
生
と
圓
生
で
あ
る
。

こ
れ
は
井
上
ひ
さ
し
が
こ
ま

つ
座
の
芝
居
に
し
て
い
る
。 

浅
丘
ル
リ
子(

一
九
四
〇
～ 

 
) 

 

⑪
『
寅
次
郎
忘
れ
な
草
』(

一

九
七
三)

、
⑮
『
寅
次
郎
相
合
い

傘
』(

一
九
七
五)

、
㉕
『
寅
次
郎

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
』(

一
九
八

〇)

、
『
寅
次
郎
紅
の
花
』(

一
九

九
五)

の
四
作
で
ド
サ
回
り
の

歌
手
リ
リ
ー
を
演
じ
て
い
る
。 

一
九
四
〇

年
、
新
京

の
生
ま
れ
。

父
は
満
州

国
経
済
部

大
臣
秘
書

官
。
父
が

軍
属
と
し

て
タ
イ
の

バ
ン
コ
ク

に
移
り
、

三
歳
か
ら

同
地
に
暮

ら
す
。
敗

戦
の
翌
年

引
き
揚
げ

る
。 

 

十
五
歳
の
と
き
、
井
上
梅
次

監
督
の
『
緑
は
る
か
に
』(

一
九

五
五)

で
デ
ビ
ュ
ー
。
同
年
の
川

島
雄
三
監
督
の
『
銀
座
二
十
四

帖
』
は
見
た
が
、
銀
座
の
花
売

り
娘
役
が
か
わ
い
い
。
こ
れ
が

故
あ
っ
て
ド
サ
回
り
の
リ
リ

ー
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

井
上
梅
次(

一
九
二
三
～
二
〇
一

〇)

は
、
一
九
六
三
年
か
ら
五

年
間
、
香
港
の
シ
ョ
ー
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
に
出
向
し
て
い
て
十
五

本
ほ
ど
監
督
し
て
い
る
。
石
原

裕
次
郎
を
ス
タ
ー
に
し
、
浅
丘

ル
リ
子
を
発
掘(

命
名
も)

し

た
職
人
監
督
で
あ
る
。
月
丘
夢

路
の
夫
で
、
都
内
の
喫
茶
店
チ

ェ
ー
ン(
名
前
は
失
念)

の
経

営
で
も
成
功
し
て
い
る
。 

 

松
竹
の
『
人
間
標
的
』(

一
九

七
一)

の
現
場
を
見
学
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
年
に
香
港

で
も
二
本
、
日
本
で
三
本
を
撮

っ
て
い
る
。
京
都
の
下
京
区
堺

町
の
生
ま
れ
。
学
徒
出
陣
の
関

東
軍
経
理
学
校
を
経
て
、
戦
後
、

慶
応
に
入
っ
た
。 

笠
智
衆(

一
九
〇
四
～
一
九
九
三)

 

 

元
憲
兵
大
尉
・
甘
粕
正
彦
が

満
州
映
画
協
会(

満
映)

の
理
事

長
に
就
任
し
た
の
が
、
発
足
二

年
後
の
一
九
三
九
年
。
そ
の
翌

年
、
松
竹
と
の
連
携
第
一
回
作

品
『
黎
明
曙
光
』(

山
内
英
三

監
督)

で
笠
智
衆
は
主
役
を
演

じ
た
。
満
州
で
の
匪
賊
討
伐
作

戦
の
中
で
殉
死
し
た
清
水
裕

吉
警
察
官
の
役
。
こ
の
映
画
は

笠
智
衆
の
作
品
歴
か
ら
も
、
も

れ
落
ち
て
い
て
、
作
品
、
監
督

と
も
に
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
笠

智
衆
は
熊
本
県
玉
名
郡
の
真

宗
本
願
寺
派
来
照
寺
に
生
れ

て
い
る
。
本
名
で
あ
る
。 

 

ど
の
映
画
に
出
て
も
熊
本

弁
丸
出
し
。
京
都
市
中
京
区
生

ま
れ
の
田
中
春
男
が
京
都
弁

で
押
し
通
し
た
の
と
並
ん
で
、

す
こ
ぶ
る
好
ま
し
い
。 

 

フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の

撮
影
現
場
に
取
材
に
来
た
。
軽

い
娯
楽
映
画
と
の
気
持
ち
だ

っ
た
ら
し
い
が
、
小
津
安
二
郎

作
品
の
笠
智
衆
が
現
れ

た
の
で
た
ち
ま
ち
緊
張
、

態
度
を
改
め
た
と
い
う
。

こ
こ
数
年
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の

研
究
書
が
出
版
さ
れ
た

り
、
特
集
上
映
が
催
さ
れ

た
り
し
て
い
る
。 

〈
こ
の
項
つ
づ
く
〉 

リリー役の浅丘ルリ子、 右は寅さん=渥美清(1928～1996) 

笠智衆(1904～199２)、寅さん映

画では柴又帝釈天の｢御前様｣役 



 

 

 

 

 

（有）あさひ堂 

（株）一谷住宅 

イン・ザ・ルーム亀岡店 

上段税理士事務所 

（株）高木設備 

たにやま鍼灸接骨院 

田端輪業 

（有）土佐寿司 

（有）永田損害保険事務所 

（有）西村テレビ 

三木歯科医院 

みづほ電工 

理容ちどり 

 

 （五十音順） 

 

編 

集 

後 

記 

 

ヘ
ビ
や
、
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
に
足

の
な
い
生
き
物( 

魚
類
を
除
く)

が
苦
手
で
す
。
た
だ
ム
カ
デ
の
よ

う
に
足
が
あ
り
す
ぎ
る
の
も
苦

手
で
す 

▼
昨
年
の
こ
と
で
す
。

襟
足
に
違
和
感
が
し
て
、
後
ろ

手
に
髪
を
か
き
上
げ
、
振
り
返 

る
と
、
肩
の
上
に
半
身
を
起
こ

し
た
ム
カ
デ
が
い
ま
し
た
。
思
わ

ず
「 

ム
カ
デ
や
！
」と
叫
び
、
慌

て
て
服
を
脱
ぎ
捨
て
た
の
で
す

が
、
間
近
で
み
た
あ
の
姿
は
気

持
ち
悪
か
っ
た
で
す 

▼
そ
ん
な

ム
カ
デ
で
す
が
、
戦
国
時
代
の

武
将
達
は
、
強
さ
の
象
徴
と
し

て
考
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
「 

後

退
せ
ず
、
た
だ
前
進
す
る
の
み
」

と
い
う
生
物
と
し
て
の
習
性
が

尊
ば
れ
、
武
田
信
玄
が
旗
指
物

( 

は
た
さ
し
も
の
）の
モ
チ
ー
フ

に
使
用
し
て
い
ま
し
た 

▼
伊

達
政
宗
の
重
臣
で
あ
る
伊
達

成
実( 

し
げ
ざ
ね
）が
使
用
し

て
い
た
と
さ
れ
る
「 

鉄
一
枚
張

南
蛮
鎖
兜
」は
、
前
立
と
し
て

金
箔
押
の
巨
大
な
ム
カ
デ

を
あ
し
ら
っ
た
大
胆
な
デ
ザ

イ
ン
で
、
戦
場
で
も
そ
の
姿

は
異
彩
を
放
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か 

▼
兜
の

モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
意
外
に

も
人
気
が
高
か
っ
た
の
が
ウ

サ
ギ
で
し
た
。
現
代
の
感
覚

か
ら
す
る
と
、
ふ
わ
ふ
わ
し

て
可
愛
い
小
動
物
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
の
ウ
サ
ギ
で
す
が 

動
き
が
俊
敏
で
繁
殖
力
が

強
い
こ
と
か
ら
戦
国
時
代
に

は
縁
起
の
良
い
動
物
と
し
て

武
将
達
に
好
ま
れ
た
よ
う

で
す
。  

 
  

〈 

編
集
子
〉 

職員紹介  

 

渕上 妙子（ふちうえ たえこ） 

 

3月からデイサービスで介護員として勤務しています。 

14 年ぶりに仕事をするので、来る前は少し不安と緊張が

ありましたが、デイの皆さんがよくしてくださるので、とて

も楽しい時間を過ごさせてもらっています。 

 今の目標はデイに来られた利用者さんが笑顔で「デイ

に来てよかった」と思ってもらうことです。 これからよ

ろしくお願いします。 

鶏ささ身と胡瓜のピリ辛炒め <レシピ> 

 【材料】 (2人分) 

鶏ささ身 

胡瓜 

料理酒 

塩胡椒 

片栗粉 

◆にんにく 

◆豆板醤 

◆砂糖 

◆濃口醤油 

ゴマ油 

 

… 3 本 

… 2 本 

… 大さじ 1 

… 少々 

… 大さじ 1 

… １片 

… 大さじ 1/2 

… 小さじ 1 

… 大さじ 1 

… 大さじ 1 

【手順】 

① ささ身を一口大に切り、料理酒、塩胡

椒、片栗粉でもみこんでおく。 

② 胡瓜は５㎝程度の乱切りにする。 

③ にんにくをすりおろし、豆板醤、砂糖、

濃口醤油で合わせ調味料を作る。 

※豆板醤がない場合は鷹の爪（輪切り）で代用 

④ フライパンにゴマ油をひいて、ささ身

を火が通るまで炒める。 

⑤ 胡瓜を加え、軽く炒めた後、③の合わ

せ調味料を加え、さっと炒め和える。 

 

 

 

 


